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二
〇
一
八
年
秋 

 

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
並
ん
で
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
、
友
人
が
「
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
、
夫
か
ら
も
う

行
か
な
い
と
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
来
年
は
一
人
で
行
く
」

と
呟
い
た
。
聞
け
ば
、
旅
行
社
を
通
さ
ず
、
空
路
、
宿

泊
、
チ
ケ
ッ
ト
等
、
ご
自
分
で
予
約
な
さ
る
と
の
こ
と
。

旅
行
の
足
手
纏
い
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
、

と
、
厚
か
ま
し
く
も
恐
る
恐
る
同
行
を
お
願
い
す
る
と

快
諾
を
戴
い
た
。
そ
の
後
、
日
程
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ア

パ
ー
ト
等
、
検
討
し
十
一
に
は
予
約
完
了
。 

「
天
国
と
地
獄
」「
サ
ロ
メ
」
は
良
い
と
し
て
も
。「
ル

イ
ザ
・
ミ
ラ
ー
」
は
先
日
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場

の
映
画
を
見
た
だ
け
、
「
シ
モ
ン
・
ボ
ッ
カ
ネ
グ
ラ
」

は
大
昔
に
ス
カ
ラ
座
の
引
っ
越
し
公
演
で
見
た
よ
う

な
。
よ
っ
て
こ
の
対
訳
付
きB

lu
-ra

y

を
購
入
し
予
習

と
な
っ
た
。Yo

u
T

u
b

e

に
オ
ペ
ラ
演
目
別
に
Ａ
４
判
一

枚
に
纏
め
ら
れ
た
幕
毎
の
場
面
、
粗
筋
、
見
ど
こ
ろ
聴

き
ど
こ
ろ
等
の
解
説
プ
リ
ン
ト
を
見
つ
け
印
刷
。
プ
リ

ン
ト
下
部
に
「
（
注
）
紙
の
音
が
す
る
の
で
、
開
演
中

は
、
こ
の
Ａ
４
紙
を
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
注
意

書
き
が
あ
っ
た
。
笑
え
た
。
後
日
、
会
場
で
添
乗
員
の 

   方
が
団
体
客
に
配
布
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。 

 

…
…
と
い
う
こ
と
で
、
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
音
楽
祭
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
九
年
八
月
二
十
三
日
（
金
） 

 

出
発
。
成
田
に
向
か
う
京
成
電
車
に
友
人
が
勝
負
服

の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
の
衣
装
ケ
ー
ス
を
忘
れ
、
何
と
か
取

り
戻
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
行
オ
ー
ス

ト
リ
ア
航
空
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
「
こ
の
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
は
壊
れ
て
い
ま
し
た
か
？
」
と
問
わ
れ
、
確
認
す

る
と
、
私
の
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
の
コ
ロ
？
が
一
箇
所
無
い
。

そ
ん
な
馬
鹿
な
！ 

す
る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
荷
物

預
か
り
に
コ
ロ
が
転
が
っ
て
お
り
、
結
局
、
航
空
会
社

修
理
扱
い
に
。
し
か
し
今
直
ぐ
に
は
修
理
不
可
能
。
よ

っ
て
、
帰
国
後
の
修
理
と
な
り
、
三
本
足
で
の
ガ
タ
ガ

タ
の
旅
行
が
始
ま
っ
た
。 

 

現
地
八
月
二
十
三
日(

金)  
 

 

ウ
ィ
ー
ン
で
乗
り
換
え
、
深
夜
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
空
港 

  

 

着
、
タ
ク
シ
ー
で
間
口
一
間
も
な
い
様
な
ア
パ
ー
ト
へ
。 

事
前
に
教
え
ら
れ
た
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
や
っ
と
の

こ
と
で
鍵
を
ゲ
ッ
ト
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
の
四
階
建

て
、
狭
い
石
の
階
段
の
四
階
ま
で
二
人
で
荷
物
を
三
回 

に
分
け
て
運
び
入
れ
、
一
息
。 

部
屋
は
快
適
。
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

に
夫
々
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
計
二
台
。
冷
蔵
庫
、
キ
ッ
チ

ン
用
品
、
食
器
、
洗
面
所
、
バ
ス
タ
ブ
な
し
の
シ
ャ
ワ

ー
等
完
備
、
ユ
ー
テ
リ
テ
ィ
広
し
。
（
後
日
、
洗
濯
機

も
借
り
ら
れ
た
）
と
も
か
く
就
寝
。 

 

八
月
二
十
四
日
（
土
） 

 

 

起
床
後
、
近
所
を
散
策
。
ア
パ
ー
ト
は
旧
市
街
で
最

も
賑
わ
う
ゲ
ト
ラ
イ
デ
ガ
ッ
セ
通
り
に
面
し
て
い
た
。

カ
フ
ェ
で
モ
ー
ニ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
食
料
を
調
達
。 

初
っ
端
は
マ
チ
ネ
ー
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
祝
祭
大
劇
場

の
主
会
場
「
大
ホ
ー
ル
」
で
の
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
「
マ

ー
ラ
ー
交
響
曲
五
番
、
亡
き
子
を
偲
ぶ
歌
」
十
一
時
開

演
に
出
動
。
会
場
へ
は
徒
歩
三
分
の
好
立
地
。
歌
劇
場

を
見
た
だ
け
で
興
奮
。
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
よ
う

な
重
厚
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
意
外
に
シ
ン
プ
ル
。
席 

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
紀
行
（
奇
行
？
） 

髙 

取  

弘 

子 
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は
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
最
前
列
中
央
、
管
楽
器
が
見
え
な
い
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
悪
い
、
け
ど
、
ハ
ー
プ
と
弦
楽
器
に 

よ
る
第
四
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、
曲
の
流
れ
に
た
ゆ

と
う
よ
う
、
で
し
た
。
高
揚
し
た
気
持
ち
で
ミ
ラ
ベ
ル

公
園
辺
り
フ
ラ
フ
ラ
散
歩
後
、
お
部
屋
で
ビ
ー
ル
も
呑

ん
で
遅
ラ
ン
チ
。
夜
に
備
え
て
仮
眠
。 

夜
の
内
田
光
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
。
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
最
後
の
三
曲

D
9
5

8

、D
9

5
9

、D
9
6

0

。
ハ
ウ
ス

フ
ュ
ア
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ
ー
ル
に
て
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ

ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
二
曲
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
、
圧
巻
、
日
本
の
女
性
は
強
い
。

感
動
を
胸
に
帰
宅
。
ビ
ー
ル
と
軽
食
で
乾
杯
。
一
時
過

ぎ
に
就
寝
。
幸
せ
に
浸
り
爆
睡
。 

八
月
二
十
五
日
（
日
） 

 

午
前
中
、
新
市
街
を
散
策
し
、
観
光
協
会
で
明
日
の

ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
の
岩
塩
抗
見
学
バ
ス
ツ
ァ
ー

を
申
込
む
。
名
物
料
理
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
と
ス
ー
プ
の

テ
ラ
ス
で
の
昼
食
。 

十
五
時
、
祝
典
大
劇
場
の
演
奏
会
形
式
の
オ
ペ
ラ

「
ル
イ
ザ
・
ミ
ラ
ー
」
開
幕
。
二
階
最
前
列
角
、
劇
場

内
が
俯
瞰
出
来
、
音
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
セ
ク

ハ
ラ
問
題
後
の
ド
ミ
ン
ゴ
、
老
け
た
の
に
び
っ
く
り
も

ソ
リ
ス
ト
陣
の
力
量
に
感
動
。
字
幕
は
英
語
と
ド
イ
ツ

語
。
予
習
し
て
き
た
こ
と
よ
り
、
聴
き
逃
し
は
せ
ず
？

割
れ
ん
ば
か
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。
演
奏
会
形
式
は

音
楽
に
集
中
出
来
て
大
満
喫
。
帰
宅
後
、
軽
く
夕
食
、

夜
に
備
え
て
仮
眠
。 

二
十
時
三
十
分
、
祝
典
大
劇
場
の
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル

「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
」「
ベ
ル
ク
の
ル
ル
組
曲
」。
初

め
て
の
ソ
ワ
レ
の
大
劇
場
。
メ
リ
ハ
リ
あ
る
身
体
に
思

い
っ
き
り
の
ピ
ン
ヒ
ー
ル
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、
０
０
７

の
ポ
ー
ズ
が
似
合
い
そ
う
な
タ
キ
シ
ー
ド
が
目
を
奪

う
。
席
は
ま
た
し
て
も
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
舞
台
前
三
列
目
、

不
服
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
樫
本
大
進
氏
と

目
が
合
う
よ
う
？ 

熱
演
を
「
目
」
で
聴
い
た
。
指
揮

は
八
月
に
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
首
席
指
揮
者
に
就
任
し

た
て
の
ペ
ト
レ
ン
コ
。
興
奮
絶
頂
で
帰
宅
、
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。
年
末
の
Ｎ
響
第
九
は
聴
か
な
い
こ
と
と
し
た
。 

 

八
月
二
十
六
日
（
月
） 

 

岩
塩
ツ
ァ
ー
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
「
岩
塩
」
。
貸
し
出
さ
れ
た
繋
ぎ
の
作
業
服
？
に
身

を
固
め
、
ト
ロ
ッ
コ
電
車
に
ま
た
が
り
、
採
掘
跡
の
構

内
見
学
、
地
下
の
長
い
滑
り
台
を
降
り
て
、
地
底
の
塩

の
湖
へ
。
随
所
で
降
り
て
説
明
。
興
味
深
か
っ
た
。
そ

の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
チ
キ

ン
フ
ラ
イ
ラ
ン
チ
を
完
食
。
約
四
時
間
の
ツ
ァ
ー
。
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
食
料
調
達
後
、
洗
濯
等
。
友
人
は
毎
日
、

空
き
時
間
で
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
。
私

は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
そ
の
後
、
仮
眠
。 

十
九
時
開
演
の
ハ
ウ
ス
フ
ュ
ア
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ

ー
ル
の
新
演
出
「
天
国
と
地
獄
」
。
粋
で
お
洒
落
で
は

な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
騒
々
し
く
、
愉
快
で
愉

し
か
っ
た
。
友
人
は
終
了
後
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
途
中

で
大
劇
場
へ
駆
け
足
。
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
「
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
交
響
曲
五
番
」
へ
ハ
シ
ゴ
。 

劇
場
を
出
る
と
雷
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
土
砂
降
り
。
傘
は
役

に
立
た
ず
も
地
の
利
で
帰
宅
。
ア
パ
ー
ト
の
隣
の
ジ
ェ

ラ
ー
ド
を
食
す
。
こ
の
お
店
、
二
十
種
位
の
ジ
ェ
ラ
ー

ド
を
揃
え
、
一
個
一
ユ
ー
ロ
。
毎
日
二
～
三
個
は
食
べ

た
。 
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八
月
二
十
七
日
（
火
） 

 

バ
ス
乗
車
券
、
博
物
館
や
美
術
館
入
場
券
が
二
日
間

フ
リ
ー
の
パ
ス
を
購
入
。
バ
ス
で
ヘ
ル
ブ
ル
ン
宮
殿
の

水
の
庭
園
へ
。
思
い
が
け
な
い
至
る
所
か
ら
突
然
水
が

噴
き
出
る
仕
掛
け
。
は
し
ゃ
ぎ
回
り
、
愉
快
で
あ
っ
た
。

街
中
に
戻
り
、
買
い
出
し
後
、
部
屋
で
食
事
。
時
間
が 

も
っ
た
い
な
い
の
で
外
食
せ
ず
、
家
で
の
食
事
に
。
そ

の
後
、
仮
眠
。 

十
九
時
、
大
歌
劇
場
の
新
演
出
オ
ペ
ラ
「
シ
モ
ン
・

ボ
ッ
カ
ネ
グ
ラ
」
。
こ
の
演
目
は
何
と
五
十
八
年
振
り

と
か
。
対
訳
付
き
のB

lu
-ra

y

を
購
入
し
、
予
習
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
…
…
。
時
代
設
定
が
現
代
で
、
携
帯
電

話
を
持
っ
た
男
性
集
団
が
現
れ
た
り
、
そ
う
で
な
く
て

も
内
容
が
派
手
で
な
く
、
難
易
度
が
高
く
、
充
分
に
は

入
り
込
め
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。
今
年
の
「
目
玉
」
と

も
言
わ
れ
て
い
る
の
に
。 

 

八
月
二
十
八
日
（
水
） 

 

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
。
入
場
料
等

は
パ
ス
で
フ
リ
ー
。
ま
ず
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ホ
ー
エ

ン
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
城
塞
へ
。
一
〇
七
七
年
に
築
き
始
め
、

塩
の
交
易
で
得
た
豊
潤
な
財
力
で
絶
え
ず
増
改
築
。
十

七
世
紀
半
ば
に
現
在
の
建
物
へ
。
レ
ジ
デ
ン
ツ
（
大
司

教
の
宮
殿
）
、
大
聖
堂
等
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
歴
史
を

駆
け
足
で
。
ケ
ー
キ
な
ど
を
買
い
、
ア
パ
ー
ト
で
お
昼

ご
飯
。
午
後
は
友
人
と
別
行
動
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生

家
、
数
件
の
博
物
館
や
美
術
館
、
お
店
巡
り
。
ア
パ
ー

ト
で
合
流
し
、
軽
く
食
事
、
仮
眠
。 

二
十
時
、
オ
ペ
ラ
「
サ
ロ
メ
」
。
フ
ェ
ル
ゼ
ン
ラ
イ

ト
シ
ュ
ー
レ
に
て
。
メ
ン
ヒ
ス
ベ
ル
グ
の
岩
壁
を
削
っ

て
建
て
ら
れ
、
舞
台
背
後
に
岩
肌
を
残
し
た
独
特
の
ホ

ー
ル
。
サ
ロ
メ
は
昨
年
二
〇
一
八
年
の
再
演
。
ぶ
っ
飛

ん
だ
演
出
に
引
き
込
ま
れ
た
。
少
女
の
よ
う
な
可
憐
な

出
で
立
ち
、
純
白
の
ド
レ
ス
に
は
赤
い
沁
み
有
り
の
サ

ロ
メ
、
ヨ
カ
ナ
ー
ン
の
首
が
馬
だ
っ
た
り
、
舞
台
に
白

い
液
体
を
撒
い
た
り
。
フ
ェ
ル
ゼ
ン
ラ
イ
ト
シ
ュ
ー
レ

と
は
「
岩
壁
の
馬
術
学
校
」
と
か
。
劇
場
に
則
っ
た
演

出
か
。
再
演
の
為
？ 

演
出
の
為
？ 

拍
手
も
直
ぐ
に

は
湧
き
あ
が
ら
ず
？
だ
が
、
ひ
し
ひ
し
と
シ
ョ
ッ
ク
が

押
し
寄
せ
た
。
凄
い
も
の
を
観
た
、
遭
遇
し
た
気
が
す

る
。
今
に
な
っ
て
も
脳
裏
に
各
々
の
場
面
が
残
存
し
て

い
る
。
こ
れ
が
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
の
演
出
か
、
納

得
。D

V
D

かB
lu

-ra
y

を
購
入
し
た
い
。 

 

八
月
二
十
九
日
（
木
） 

 

個
人
行
動
で
ミ
ラ
ベ
ル
宮
殿
と
庭
園
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
住
居
、
そ
の
他
散
策
。
お
土
産
等
物
色
し
、
帰
宅
。

友
人
と
合
流
し
、
食
事
、
仮
眠
。
最
後
の
夜
に
備
え
る
。 

十
九
時
三
十
分
、
初
め
て
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
で
の

室
内
楽
。
内
田
光
子
の
ピ
ア
ノ
と
若
手
の
フ
ル
ー
ト
、

ソ
プ
ラ
ノ
。
現
代
音
楽
も
含
め
、
楽
し
め
た
。
最
後
の

夜
に
乾
杯
。 

が
、
夜
半
の
携
帯
に
メ
ー
ル
が
。
翌
朝
の
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク~

ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
航
空
が
中
止
？
ル

フ
ト
ハ
ン
ザ
で
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
、
そ
し
て
Ａ
Ｎ

Ａ
で
成
田
へ
と
。
え
っ
聞
い
て
な
い
よ
う
。
ウ
ィ
ー 
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ン
で
の
乗
り
換
え
の
六
時
間
に
、
前
回
の
ウ
ィ
ー
ン
が

冬
で
閉
鎖
し
て
い
た
「
第
三
の
男
」
の
大
観
覧
車
や
シ

ュ
テ
フ
ァ
ン
寺
院
に
行
く
計
画
が
あ
っ
た
の
に
。
プ
ン

プ
ン
。 

 

八
月
三
十
日
（
金
） 

 

早
朝
、
後
ろ
髪
を
曳
か
れ
な
が
ら
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
空

港
を
あ
と
に
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
は
地
下
鉄
を
乗

り
換
え
ラ
イ
ン
川
を
目
指
す
。
ス
テ
ー
キ
で
ラ
ン
チ
後
、

ラ
イ
ン
川
遊
覧
。
晴
天
の
下
、
川
風
に
吹
か
れ
至
福
の

時
。
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
勝
利
。
古
い
建
築
物
、

教
会
を
散
策
。
ウ
ィ
ー
ン
で
乗
り
換
え
、
Ａ
Ｎ
Ａ
で
ス

ム
ー
ズ
に
帰
国
。 

 

八
月
三
十
一
日
（
土
） 

 

成
田
か
ら
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
東
京
駅
へ
。
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
グ
を
転
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
高
島
屋
帰
り
の

ご
近
所
の
方
に
目
撃
さ
れ
て
い
た
。 

 

帰
国
後
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
航
空
会
社
に
送
り
、
一

か
月
程
で
修
理
さ
れ
て
戻
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
話
は
終
わ
ら
な
い
、
ま
だ
続
く
の

で
あ
る
。 

十
一
月
二
日
（
土
） 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
で
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭

の
来
年
百
回
記
念
を
兼
ね
て
か
、
セ
レ
モ
ニ
ー
、
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
私
達
も
招
待
さ
れ
た
。
が
、
私

は
別
の
友
人
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ
行
く
予
定
が
有

り
、
日
程
変
更
も
不
可
能
で
泣
く
泣
く
（
号
泣
で
？
）

諦
め
た
。
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
が
来
日
中
で
指
揮
者
ク
リ

ス
テ
ィ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
の
ス
ピ
ー
チ
、
ウ
ィ
ー

ン
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
室
内
楽
が
演
奏
さ
れ
た

そ
う
な
。
大
使
館
員
、
音
楽
関
係
者
、
音
楽
祭
常
連
者
、

そ
の
他
、
う
か
が
い
知
れ
な
い
や
ん
ご
と
な
き
人
々
が

ひ
し
め
い
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
終
宴
後
、
地
下
鉄

で
帰
る
の
は
友
人
を
含
め
数
え
る
程
だ
っ
た
と
か
。 

以
上
で
幕
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
は
個
人
的
に
。 

          

 

 

 

 

 

 


